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研究成果の概要（和文）：侵略的外来種アルゼンチンアリの安定同位体分析は、広分布域集団で食性幅が広い傾
向があったが、攻撃性との関連性は見出されなかった。本種による利用は、草本よりも樹木で顕著な傾向があ
り、樹木がアリマキなどの宿主として働き、本種の主な餌の供給源や越冬環境の提供者となっている樹種（シャ
リンバイ・ヤマモモ）の存在が明らかとなった。そして反対に、本種に利用されにくい樹種＝クス・イブキと草
本種＝チガヤ・シバの存在も明らかにすることができた。今後は、アルゼンチンアリに利用されにくい樹種・草
本種を優先して植栽した緑地環境づくりを進めることで、本種の増殖しにくい環境づくりが可能となると期待さ
れる。

研究成果の概要（英文）：Examinations on the stable isotope revealed that the 4 super-colonies of 
Argentina ants in Japan have wide range of food habits, especially in the wide-distributed super 
colony, but have no correlation with their strength of aggressiveness. large numbers of Argentina 
ants were collected from Rhaphiolepis indica var. umbellate and Morella rubra as a provider of food 
and wintering nests. In contrary, the abundaces of the ants collected from the trees, Cinnamomum 
camphora and Juniperus chinensis cv. Pyramidalis and shrubs, Imperata cylindrica and Zoysia pacifica
 were significantly smaller than those of the other two wood and shrub species. These results 
suggested that creating of the green space by planting wood and shrub species that are hard to 
utilize by the invasive ants may also play a role in restraint efficacy against their invasion.

研究分野：土壌生態学
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１．研究開始当初の背景 
 アルゼンチンアリは世界的に分布を広げている
南米原産のアリで，日本には 11 都道府県に定
着しつつある．侵入地域内で多数の巣の集合
体からなるスーパーコロニー（以下 SC）を形成し
て在来アリを駆逐し，生物多様性に深刻な影響
をもたらす上に，農業害虫，不快害虫として地域
社会に被害を与えることから，各地で薬剤を用
いた駆除が試みられている（Inoue et al., 2015）．
本種には 6つの遺伝型（＝SC）が存在し，そのう
ちの 5つが日本に分布する（Inoue et al.，2013）．
なかでも，神戸港には 4 遺伝型が存在し本アリ
のホットスポットとなっており，また，遺伝型の違
いにより攻撃性（Sunamura et al., 2007, 2009）や
薬剤耐性（Hayasaka et al., 2015）が異なるとの
報告がある．本種は広い食性を持ち，地域によ
り動物食や甘露等の植物食に傾く（Tillberg et 
al., 2007）が，主な餌はアリマキ等が提供する甘
露であり（Markin 1970; Abril et al., 2007），これ
が侵入地での生息地の拡大にも大きく寄与して
いる（Tillberg et al., 2007）．この事実は，植生管
理によりアリマキ等の発生をコントロールすること
で，本アリの個体数をコントロールし得ることを示
唆している． 
 
２．研究の目的 
 日本で知られる，遺伝型の異なるすべてのア
ルゼンチンアリの SC（J-Main，Kobe A，Kobe B，
Kobe C の４SC）を対象に調査した（Inoue et al. 
2013；Nakahama et al. 2018）．侵略的外来種ア
ルゼンチンアリについて，これまでに報告されて
いる神戸港に生息する４つの SC に関連した攻
撃性や薬剤感受性の違いを基礎に，１）アルゼ
ンチンアリの遺伝型と攻撃性に関連した食性，
２）緑化樹種および草本種によるアルゼンチンア
リの利用個体数の違いを明らかにし，これらの結
果を踏まえ３）アルゼンチンアリの侵入地域で，
餌資源の間接的な供給源である緑地の植生管
理による本種のコントロールの可能性について
考察した． 
 
３．研究の方法 
（１）樹上のアリその他節足動物の採集方法は，
神戸港のクス，ウバメガシ，ヤマモモ，キョウチク
トウ，イブキの５樹種を対象にビーティングおよ
びベイトトラップにより行った（Seko et al., 2018）．
前者は棒で枝を１本につき10回叩き，節足動物
を白布の上に落下させ，吸虫管で採集し，70%
エタノールで保存した後に個体数を調べ，ベイト
トラップは遠沈管に直径 5mm の穴を６つ開け，
脱脂綿に 25%ショ糖液をしみ込ませたものを入
れ（Seko et al., 2018），地表から 1.5m の高さに
設置後，１日で回収，ディープフリーザーにて氷
殺後，個体数を測定した後に 70%エタノールで
保存する方法で行なった． 
 
（２）草地のアリその他節足動物の採集方法草
地のアリその他節足動物の採集方法は，ヨモギ，
セイタカアワダチソウ，チガヤ，シバの4種のスウ
ィーピングによる調査と，芝地２箇所とチガヤに

多様な草本種が混在した草地２箇所のベイトトラ
ップ調査を行った．前者は 42 口径の虫取り網を
用いて 10 回掬い，網の中に入った節足動物を
吸虫管で採集，70％エタノールに保存後，同定
および個体数の計数を行った． 

 

（３）安定同位体を用いたアルゼンチンアリの食

性解析 

安定同位体を用いたアルゼンチンアリの食性解
析では，日本で見られる，遺伝型の異なるすべ
てのアルゼンチンアリ SC（J-Main，Kobe A，
Kobe B，Kobe C：以降 SC タイプ）の生息地を調
査地とし（Inoue et al. 2013；Nakahama et al. 
2018），本種およびその餌生物と想定される生
物を採集した．各地のアルゼンチンアリは，SC
ごとに10営巣場所を無作為に選定し，吸虫管を
用いて採集した．餌生物はビーティングやスウィ
ーピングにより採集した．採集した生物は凍結
保存した上で種の同定を行ない，その後，安定
同位体分析に供した．分析で得られたδ15N を
用いて，採集地ごとに本種のTPを算出し，SCタ
イプおよび生息地域間の TP の違いについて一
般化線形モデル（GLM）にて解析した． 
 
４．研究成果 
（１）遺伝型と攻撃性に関連した食性安定同位
体分析の結果，我が国に侵入したアルゼンチン
アリの TPは平均 3.01±0.39 であり，草食者とい
うよりはむしろ，肉食者に近いTPを示すSCが多
く確認された．そして TP の値は SC 間で有意
（p<0.001）に異なり（図１），これらと攻撃性との間
に関連性は見出されなかったが，地理的に広い
分布域を有するJ-main と，その次に広い分布域
を有する Kobe B は比較的広い食性幅を有する
傾向が見出された（図１）．SC間でサンプル数に
偏りはあるものの Kobe A は４地区，Kobe B３地
区より得られたことを考慮すると広い食性幅はサ
ンプル数のみにより生じたものとは考えにくい．
従って，本研究結果は侵略性の高い SCは生息
場所によって食性を柔軟にシフトさせる特性を
有することを示唆するものである．今後は，採集
地区の環境情報なども含めた解析も行い，本種
の食性幅と侵略性との関係性に関する論文を作
成，発表する予定である． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



（２）緑化樹種および草本種によるアルゼンチン
アリの利用個体数の違い 
（２−１）緑化樹種によるアルゼンチンアリの利用
個体数の違い 
港湾その他の公園や街路樹で多用されている
クス，シャリンバイ，ヤマモモ，キョウチクトウ，イ
ブキの５樹種のアルゼンチンアリおよびその主
要な餌資源である糖蜜を供給するアリマキ・カイ
ガラムシなどの半翅目昆虫の利用について調査
した結果，ビーティングで得られたアリマキ類お
よびアルゼンチンアリ個体数は樹種により有意
に異なっており（図２），シャリンバイで最も多い
結果となった（Seko et al., 2018）．またベイトトラ
ップを用いた調査では，アルゼンチンアリの個体
数はシャリンバイとヤマモモで有意に多く，特に
ヤマモモでは調査樹種の中で唯一営巣が確認
され，営巣木では 10 月以降（＝冬季）に個体数
が増加した（図３）ことから，越冬木として利用さ
れていることが示唆された．このようなアルゼン
チンアリによる特定樹種の樹幹内での集団越冬，
さらには営巣木の樹種選択については世界的
にも新知見である． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２−２）草本での調査結果ヨモギ，セイタカアワ
ダチソウ，チガヤ，シバの４種についての調査の
結果，チガヤとシバの２種のイネ科草本群落で
は，得られたアルゼンチンアリの個体数が有意
に少なく（図４），草本種によりアルゼンチンアリ
個体数が有意に異なることが明らかとなった． 
 
（３）植生の管理によるアルゼンチンアリのコント
ロール本研究により，樹木および草本を利用し
ているアルゼンチンアリ個体数は，樹種および
草本の種により有意に異なることが明らかとなり，
樹種による利用個体数の違いにもとづく耕種的
防除の可能性について議論した成果は世界的 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
に も 類 を 見 な い 試みで あ り ， Journal of 
Economical Entomology で論文が公表された．さ
らに本種のヤマモモ上での集団越冬や草本の
種による利用個体数の違いについては現在，論
文を作成中である．これらの成果により，本種に
利用されにくい樹種＝クス・イブキと草本種＝チ
ガヤ・シバの存在を明らかにすることができた．
本研究で得られた以上の成果は，アルゼンチン
アリの侵入地やその可能性の高い地区におい
て，本種の増殖しにくい環境づくりを行う上で指
針とすべき基礎的知見となると期待される．しか
しながら本研究でのアルゼンチンアリの食性解
析は，日本に侵入したアルゼンチンアリが，甘露
等の植物性の餌以外に比較的動物性の餌も利
用しており，かつ SC の違いや採集地区によっ
てもその割合を大きく変えていることを示唆した．
従って上述の環境配慮型防除手法は，侵入地
区によっては効果が薄くなる場合も考えられるこ
とから，以上に示した耕種的防除のみならず化
学的防除等も併用した総合的有害生物管理
（IPM）にもとづく防除が重要であると考えられ
る． 
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